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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内を観察するための内視鏡に備えられた操作部の構造において、
　ユーザ・オペレーションを処理するための回路が片面実装された回路実装基板と、
　その内部に前記回路実装基板を保持したハウジングと、を備え、
　前記回路実装基板の回路実装面全体に該回路を覆うよう絶縁性接着剤が略均一に塗布さ
れ、且つ、前記回路実装基板の非実装面全体に絶縁性シートが密着されたこと、を特徴と
する内視鏡操作部構造。
【請求項２】
　体腔内に挿入される挿入部と、前記挿入部に連結された、体腔内に挿入されない非挿入
部と、前記非挿入部の末端において外部機器と接続され、該外部機器から供給される光を
前記挿入部先端まで伝送する光伝送路と、を備えた、体腔内を観察するための内視鏡にお
いて、
　前記非挿入部に設けられ、請求項１に記載の内視鏡操作部構造を持った操作部を有し、
　前記操作部内部において、前記光伝送路を、前記ハウジング内壁と該回路実装面との間
に配管したこと、を特徴とする内視鏡。
【請求項３】
　体腔内を観察するための内視鏡の操作部の組立方法において、
　片面実装基板の回路実装面の所定領域を除く領域上に、実装回路を覆うよう絶縁性接着
剤を略均一に塗布する第一の接着剤塗布ステップと、
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　該絶縁性接着剤が塗布された回路実装基板を該操作部のハウジングに固定すると共に、
絶縁性シートを該回路実装基板の非実装面全体に密着させる基板固定・密着ステップと、
　ユーザ・オペレーションに応じた信号を該実装回路に入出力させるための信号ケーブル
を、該所定領域に半田付けする半田付けステップと、
　該半田付け箇所を覆うよう該所定領域に絶縁性接着剤を塗布する第二の接着剤塗布ステ
ップと、を含むこと、を特徴とする内視鏡操作部の組立方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、体腔内を観察するための内視鏡に備えられた操作部の構造、そのような操
作部構造を持つ内視鏡、及び、内視鏡の操作部の組立方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の体腔内を高倍率・高解像度で観察するための共焦点内視鏡が例えば下記特許文献
１に提案されている。このような共焦点内視鏡は、光の点像を生体組織上で二次元又は三
次元走査するよう構成されている。例えば下記特許文献１によれば、共焦点内視鏡の挿入
部の先端側にアクチュエータが実装されている。また、挿入部の末端側には、例えばアク
チュエータを駆動させるための操作部が備えられている。
【０００３】
　共焦点内視鏡の操作部内部には基板が取り付けられており、当該基板上にはアクチュエ
ータ駆動用の回路が実装されている。アクチュエータと駆動用回路は、共焦点内視鏡の挿
入部内部に配線された信号ケーブルによって接続されている。この駆動用回路は、所定の
ユーザ・オペレーションに呼応して駆動パルスを生成する。生成された駆動パルスは、信
号ケーブルにより伝送されてアクチュエータに入力する。これにより、光の点像を三次元
方向に走査するようアクチュエータが駆動する。
【０００４】
　また、共焦点内視鏡内部には、その末端部から先端部にレーザ光を導くための光ファイ
バが配管されている。光ファイバ末端側の端部は、レーザ光源と光学的に接続されるよう
構成されている。レーザ光源からのレーザ光が光ファイバを介して共焦点内視鏡の先端部
側に伝送されると、当該先端部から外部に向かってレーザ光が照射される。アクチュエー
タの作用によってレーザ光の照射方向が振られることにより、当該レーザ光は、例えば三
次元方向に走査される。
【０００５】
　上記の共焦点内視鏡のように、その操作部に電気系統（例えば上記特許文献１における
アクチュエータ駆動用の回路等）が含まれている場合、操作部内部において、各系統の信
号ケーブルは回路基板上に接続される。また光ファイバは回路基板周辺のスペースを縫う
ように配管される。
【０００６】
　また、下記特許文献２に、送気送水機能を有した内視鏡が開示されている。下記特許文
献２によれば、内視鏡内部に送気送水用のチャンネルが組み込まれている。送気送水用チ
ャンネルは、例えば内視鏡の操作部上に設けられたメカニカルボタンと連動する弁構造に
連結されている。このため、送気送水用チャンネルの一端は操作部内部に位置している。
送気送水用チャンネルは、この一端から、操作部内部を介して内視鏡先端まで延びた形状
を有している。
【特許文献１】特開２００４－３２１７９２号公報
【特許文献２】特開２００１－６１７７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　以上のことから、例えば操作部に電気系統を含む内視鏡に送気送水機能を付加したもの
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があるとした場合、送気送水用チャンネルも光ファイバと同様に、当該操作部内部におい
て回路基板周辺のスペースを縫うように配管されると考えられる。また送気送水機能に加
えて吸気吸引機能を有した内視鏡も存在する。この場合も送気送水用チャンネルと同様に
、吸気吸引用のチャンネルが操作部内部において回路基板周辺のスペースを縫うように配
管されると考えられる。
【０００８】
　ここで、例えば操作部が外部衝撃等を受けたとき、操作部内部において送気送水用チャ
ンネルが他の部品に衝突したり擦れたりすることがあると考えられる。このような衝突や
擦れが何回も繰り返された場合、送気送水用チャンネルの外皮が徐々に摩耗していくと想
定される。また吸気吸引用チャンネルの場合、メンテナンスのためブラシを用いてその管
路内を定期的に掃除する必要がある。このようなブラッシング作業を過度に行うことで、
吸気吸引用チャンネルが摩耗することもあると考えられる。このような摩耗が進行して送
気送水用チャンネルや吸気吸引用チャンネルが損傷した場合、その損傷部分から洗浄水や
吸引物（例えば体液や血液など）が漏れ出る可能性がある。
【０００９】
　例えば送気送水用チャンネルの損傷により操作部内部に洗浄水が進入した場合、当該操
作部内部の基板上の回路が短絡して電気系統に不具合（例えばアクチュエータの動作不良
等）が起こり得る。
【００１０】
　上記のような短絡を防ぐため、例えば基板上の回路を他の要素と絶縁させることが考え
られる。これを実現するため、例えばシールドカバー等の部材を当該基板上に取り付ける
という手法が広く一般に採用されている。ところが、上記の如くチャンネルや光ファイバ
等が操作部内部という限定的なスペースの間隙を縫うように配管されている場合、上記の
如きシールドカバーを基板上に取り付けることはスペースの関係上極めて困難であると言
える。別の観点では、基板上にシールドカバーを取り付けると、チャンネルや光ファイバ
が配管できない、又は、配管の自由度がなくなる等の問題がある。
【００１１】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑みて、限定的なスペースに設置される回路実装基板を
他の要素と絶縁させるのに好適な内視鏡操作部構造、そのような操作部構造を持つ内視鏡
、及び、内視鏡の操作部の組立方法を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決する本発明の一態様に係る、体腔内を観察するための内視鏡に備えら
れた操作部の構造は、ユーザ・オペレーションを処理するための回路が片面実装された回
路実装基板と、その内部に回路実装基板を保持したハウジングとを備えたものである。こ
の内視鏡操作部構造は、回路実装基板の回路実装面全体に該回路を覆うよう絶縁性接着剤
が略均一に塗布され、且つ、回路実装基板の非実装面全体に絶縁性シートが密着されたこ
とを特徴としたものである。
【００１３】
　上記内視鏡操作部構造によれば、実装部品が散在するためその面上に多くの凹凸が見ら
れる回路実装面上が絶縁性接着剤で埋められている。そして更に、比較的平らな非実装面
が絶縁性シートで覆われている。このような構造によれば、回路実装基板用の省スペース
な絶縁構造体が実現される。このような絶縁構造体に覆われた回路実装基板は、限定的な
スペースに設置されるのに極めて好適である。
【００１４】
　また、上記の課題を解決する本発明の一態様に係る、体腔内を観察するための内視鏡は
、体腔内に挿入される挿入部と、挿入部に連結された、体腔内に挿入されない非挿入部と
、非挿入部の末端において外部機器と接続され、該外部機器から供給される光を挿入部先
端まで伝送する光伝送路とを備えたものである。この内視鏡は、非挿入部に設けられ、上
記内視鏡操作部構造を持った操作部を有し、操作部内部において光伝送路をハウジング内
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壁と該回路実装面との間に配管したことを特徴としたものである。
【００１５】
　上記構成によれば、省スペースな絶縁構造体により確保された操作部内部の空きスペー
スに光伝送路を容易に配管することができた内視鏡が提供される。
【００１６】
　また、上記の課題を解決する本発明の一態様に係る、体腔内を観察するための内視鏡の
操作部の組立方法は、片面実装基板の回路実装面の所定領域を除く領域上に、実装回路を
覆うよう絶縁性接着剤を略均一に塗布する第一の接着剤塗布ステップと、該絶縁性接着剤
が塗布された回路実装基板を該操作部のハウジングに固定すると共に、絶縁性シートを該
回路実装基板の非実装面全体に密着させる基板固定・密着ステップと、ユーザ・オペレー
ションに応じた信号を該実装回路に入出力させるための信号ケーブルを、該所定領域に半
田付けする半田付けステップと、該半田付け箇所を覆うよう該所定領域に絶縁性接着剤を
塗布する第二の接着剤塗布ステップとを含むことを特徴としたものである。
【００１７】
　上記内視鏡操作部の組立方法によれば、実装回路の絶縁性が確保された回路実装基板を
限定的なスペースに容易に配置することが可能となる。また、省スペースな絶縁構造体に
より確保された操作部内の空きスペースに、光伝送路を容易に配管することが可能となる
。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る内視鏡操作部構造によれば、限定的なスペースにおいて回路実装基板を他
の要素と絶縁させるのに好適な構造が実現される。
【００１９】
　また、上記操作部構造を持つ内視鏡によれば、省スペースな絶縁構造体により確保され
た操作部内部の空きスペースに光伝送路を容易に配管することができた内視鏡が提供され
る。
【００２０】
　また、上記内視鏡操作部の組立方法によれば、実装回路の絶縁性が確保された回路実装
基板を限定的なスペースに容易に配置することが可能となる。また、省スペースな絶縁構
造体により確保された操作部内の空きスペースに、光伝送路を容易に配管することが可能
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態の内視鏡システムの構成及び作用について
説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施の形態の内視鏡システム１０の外観を概略的に示した図である。
本実施形態の内視鏡システム１０は、内視鏡１００、通常観察用プロセッサ２００、通常
観察用モニタ３００、共焦点観察用プロセッサ４００、及び、共焦点観察用モニタ５００
を備えている。
【００２３】
　内視鏡１００は二系統の観察系を有している。一方の系統は広く実用に供されている観
察系であり、撮像素子を用いたものである。もう一方の系統は、例えば上記特許文献１に
開示されている共焦点光学系を用いた観察系である。以下、前者の系統を「通常観察系」
、後者の系統を「共焦点観察系」と記す。
【００２４】
　内視鏡１００の末端部は二股に分岐されている。その一方は通常観察系の末端部である
。通常観察系の末端部には通常観察用コネクタ１１０が設けられている。通常観察用コネ
クタ１１０にはピンプラグが設けられている。このピンプラグを通常観察用プロセッサ２
００に接続することにより、当該プロセッサ２００と内視鏡１００とが光学的及び電気的
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に接続される。
【００２５】
　通常観察用コネクタ１１０にはユニバーサルコード１２０の一端が結合されている。ユ
ニバーサルコード１２０は可撓性を有しており、もう一端が操作部１３０に結合されてい
る。
【００２６】
　内視鏡１００末端部のもう一方は共焦点観察系の末端部である。この末端部には共焦点
観察用コネクタ１１２が設けられている。共焦点観察用コネクタ１１２にもピンプラグが
設けられている。このピンプラグを共焦点観察用プロセッサ４００に接続することにより
、当該プロセッサ４００と内視鏡１００とが光学的及び電気的に接続される。
【００２７】
　共焦点観察用コネクタ１１２には共焦点観察用コード１２２の一端が結合されている。
共焦点観察用コード１２２は可撓性を有しており、もう一端が操作部１３０に結合されて
いる。
【００２８】
　操作部１３０は、内視鏡１００を術者に操作させるための入力インターフェースである
。操作部１３０には挿入部可撓管１４０の一端が結合されている。挿入部可撓管１４０は
患者の体腔内に挿入される管であり、可撓性を有している。挿入部可撓管１４０の先端に
は先端部１５０が設けられている。
【００２９】
　先端部１５０は硬質性の素材（例えば樹脂）で形成されている。先端部１５０の内部に
は各観察系の要素が保持されている。具体的には、通常観察系の要素として、例えば撮像
素子、対物光学系（以下、「通常用対物光学系」と記す）等が保持されている（何れも不
図示）。また、共焦点観察系の要素として、例えば対物光学系（以下、「共焦点用対物光
学系」と記す）、レーザ光走査用アクチュエータ、Ｚ軸アクチュエータ、位置センサ等が
保持されている（何れも不図示）。レーザ光走査用アクチュエータは、共焦点観察に用い
られるレーザ光をＸＹ方向に走査するための機構である。またＺ軸アクチュエータは、レ
ーザ光走査用アクチュエータをＺ方向に移動させるための機構である。また位置センサは
、先端部１５０内における、レーザ光走査用アクチュエータのＺ方向の位置を検出するた
めのセンサである。なお、ここでいうＺ方向とは、共焦点用対物光学系の光軸に沿った方
向である。またＸ方向とＹ方向は互いに直交した方向である。またＸ及びＹ方向の何れも
Ｚ方向と直交する。
【００３０】
　図２（ａ）及び（ｂ）に操作部１３０の構成を示す。なお図２（ａ）及び（ｂ）は、操
作部１３０の内蔵物を視認可能とするため、操作部１３０のカバー部材１３１ａ（ハウジ
ングの一部）が外された状態を示している。図２（ａ）及び（ｂ）においてカバー部材１
３１ａを矢印Ａ方向にスライドするように移動させてハウジング１３１ｂに嵌め込むこと
により、操作部１３０は図１に示された状態となる。このとき操作部１３０の内蔵物がカ
バー部材１３１ａに内包される。なおこれらの図において、操作部１３０の内部構造を分
かり易く示すため、一部の要素を一点鎖線で示している。また説明の便宜上、カバー部材
１３１ａ及びハウジング１３１ｂを一まとめに表現する場合には「ハウジング１３１」と
記す。
【００３１】
　例えば術者が図２に示された操作レバー１３０ａを操作したとき、先端部１５０根元付
近の挿入部可撓管１４０が、周知の機構（不図示）により、そのレバーの操作角に応じて
屈曲される。これにより先端部１５０のアングルが変化し、それに伴って観察領域も変更
される。
【００３２】
　ここで、通常観察系について概説する。
【００３３】
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　通常観察用プロセッサ２００には周知の光源、及び、信号処理回路が実装されている。
通常観察用コネクタ１１０が通常観察用プロセッサ２００に接続されているときに上記光
源がオンされると、その光はライトガイド（不図示）に入射する。
【００３４】
　ライトガイドは、内視鏡１００の長手方向に沿って、通常観察用コネクタ１１０から先
端部１５０に掛けて延在するよう配管された光ファイバ束である。ライトガイドに入射し
た光はその内部を伝送されて、先端部１５０において前方に放射される。これにより、外
部から光の届かない患者の体腔内が明るく照らされる。
【００３５】
　先端部１５０前方に放射された照明光は、観察対象部位で反射されて通常用対物光学系
に入射する。この入射光は、通常用対物光学系のパワーにより撮像素子の受光面上で観察
対象部位の光学像として結像される。撮像素子は、各画素において結像された光学像をそ
の光量に応じた電荷として蓄積して撮像信号に変換する。変換された撮像信号は、撮像素
子用ケーブル（不図示）により通常観察用プロセッサ２００に向けて伝送される。
【００３６】
　撮像素子用ケーブルは、内視鏡１００の長手方向に沿って、通常観察用コネクタ１１０
から先端部１５０に掛けて延在するよう配線されている。撮像素子が出力した撮像信号は
、撮像素子用ケーブルにより伝送されて通常観察用プロセッサ２００に入力する。通常観
察用プロセッサ２００は、この撮像信号を周知の信号処理により所定の信号形式（例えば
コンポジットビデオ信号やＳビデオ信号、ＲＧＢビデオ信号等）に変換して、通常観察用
モニタ３００に出力する。これにより、体腔内の動画や静止画が通常観察用モニタ３００
上に表示される。なお術者は、操作ボタン１３０ｆを押下することにより、撮像素子で撮
像された画像を記録媒体（不図示）に保存することができる。また操作ボタン１３０ｇを
押下することにより、撮像画像のフリーズ処理を行うことができる。
【００３７】
　次に、共焦点観察系について概説する。
【００３８】
　共焦点観察用プロセッサ４００には周知のレーザ光源、及び、信号処理回路が実装され
ている。また共焦点観察用コネクタ１１２にもＺ軸アクチュエータ等の駆動制御を行うた
めの信号処理回路が実装されている。共焦点観察用コネクタ１１２が共焦点観察用プロセ
ッサ４００に接続されているときに上記レーザ光源がオンされると、そのレーザ光は共焦
点観察用シングルモードファイバ（不図示）の一端に入射する。
【００３９】
　共焦点観察用シングルモードファイバは、内視鏡１００の長手方向に沿って、共焦点観
察用コネクタ１１２から先端部１５０に掛けて延在するよう配管されている。共焦点観察
用シングルモードファイバの一端に入射したレーザ光は、その内部を伝送されて、もう一
方の端部から出射する。共焦点観察用シングルモードファイバのもう一方の端部は先端部
１５０内部に配置されている（以下、この端部を「共焦点用ファイバ先端側端部」と記す
）。共焦点用ファイバ先端側端部から出射したレーザ光は、その前方に配置された共焦点
用対物光学系に入射して、共焦点用対物光学系のパワーにより観察対象部位上で集光され
る。次いで、その反射光が、共焦点用対物光学系を介して先端部１５０内部に戻る。
【００４０】
　共焦点用ファイバ先端側端部は、極めて小さい開口（コア）を有しており、点光源且つ
絞りとして機能する。従って共焦点観察用シングルモードファイバ内部には、観察対象部
位からの反射光のうち、共焦点用ファイバ先端側端部と共役な集光点から反射した光のみ
が入射する。この入射光は、共焦点観察用シングルモードファイバにより伝送されて共焦
点観察用プロセッサ４００に入力する。共焦点観察用プロセッサ４００はこの入射光を電
気信号に変換する。そして周知の信号処理により所定の信号形式に変換して共焦点観察用
モニタ５００に出力する。
【００４１】
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　片面実装基板であるＨＰＢ（Hand piece Board）１３２は、ハウジング１３１ｃに固定
された状態で取り付けられている。カバー部材１３１ａがハウジング１３１ｃに嵌め込ま
れたとき、ＨＰＢ１３２は、カバー部材１３１ａに内包された状態となる。ＨＰＢ１３２
上には、制御用チップ１３３を始めとする、Ｚ軸アクチュエータの駆動制御に関わる信号
を処理するための駆動用回路が片面実装されている。
【００４２】
　例えば術者が操作部１３０に設けられた操作ボタン１３０ｂ又は１３０ｃを押下するこ
とにより、所定のパルス信号が出力される。このパルス信号は、リモコンケーブル１６１
ａを介してＨＰＢ１３２上の駆動用回路に入力し、ＨＰＢ用ケーブル１６１ｂにより共焦
点観察用コネクタ１１２内の信号処理回路に伝送される。
【００４３】
　ここで、内視鏡１００内部には、先端部１５０から共焦点観察用コネクタ１１２の信号
処理回路に掛けて複数本のケーブル類が配線されている（何れも不図示）。その一つに、
Ｚ軸アクチュエータを駆動させるための信号を伝送するＺ軸用駆動ケーブルが挙げられる
。共焦点観察用コネクタ１１２の信号処理回路は、操作ボタン１３０ｂ又は１３０ｃから
の上記パルス信号に基づいて、Ｚ軸アクチュエータを駆動させるための信号を出力する。
この信号はＺ軸用駆動ケーブルに伝送されてＺ軸アクチュエータに入力する。Ｚ軸アクチ
ュエータは、この信号により、レーザ光走査用アクチュエータをＺ方向に沿って、先端部
１５０前面に対して接近又は離間するように移動させる。このときの移動方向は押下され
た操作ボタンによって決まる。またその移動量は、操作ボタンの押下回数又は押下時間に
比例する。
【００４４】
　位置センサは、Ｚ軸アクチュエータにより移動されるレーザ光走査用アクチュエータの
Ｚ方向の位置を検出してその信号を出力する。この信号は、ＨＰＢ用ケーブル１６１ｃに
より伝送されてＨＰＢ１３２で中継された後、ＨＰＢ用ケーブル１６１ｂにより共焦点観
察用コネクタ１１２内の信号処理回路に伝送されて、Ｚ軸アクチュエータの駆動制御に利
用される。
【００４５】
　附言するに、上記複数本のケーブル類にはＺ軸用駆動ケーブルの他に、例えばフィード
バック信号伝送用ケーブルやスキャン制御信号伝送用ケーブル等も含まれる。フィードバ
ック信号伝送用ケーブルは、例えばレーザ光走査用アクチュエータをホームポジションに
セットするために用いられる信号を伝送するケーブルである。またスキャン制御信号伝送
用ケーブルは、レーザ光走査用アクチュエータを駆動してレーザ光をＸＹ方向に走査する
ための信号を伝送するケーブルである。
【００４６】
　レーザ光走査用アクチュエータ及びＺ軸アクチュエータの駆動により、共焦点用ファイ
バ先端側端部が二次元又は三次元方向に振られる。共焦点用ファイバ先端側端部にはその
位置に応じてそれぞれ異なる反射光が入射するため、このように共焦点用ファイバ先端側
端部を振ることにより、共焦点観察用シングルモードファイバ内部には観察対象部位の各
位置に対応する点像が時系列で入射する。共焦点観察用プロセッサ４００は、これらの点
像を受け取って電気信号に変換し、所定の信号処理を施す。これにより共焦点観察用プロ
セッサ４００は、二次元又は三次元の高倍率・高解像度の動画や静止画を共焦点観察用モ
ニタ５００上に表示させることができる。
【００４７】
　また内視鏡１００内部には、送気用管路１６２、送水用管路１６３、副送水用管路１６
４が先端部１５０から通常観察用コネクタ１１０に掛けて延在するよう組み込まれている
。送気用管路１６２や、送水用管路１６３、副送水用管路１６４には、例えば送気送水装
置（不図示）から供給される流体（洗浄水や空気）が噴流される。この送気送水装置は、
内視鏡１００末端側の所定箇所に接続されることにより、送気用管路１６２や、送水用管
路１６３、副送水用管路１６４と連結される。
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【００４８】
　例えば術者が操作部１３０に設けられた操作ボタン１３０ｄを押下することにより、送
気送水装置から供給された洗浄水や空気が送気用管路１６２や、送水用管路１６３、副送
水用管路１６４に流れ込む。この洗浄水や空気は、送気用管路１６２や、送水用管路１６
３、副送水用管路１６４内部を流れて、先端部１５０から外部（例えば観察対象部位等）
に噴射される。
【００４９】
　また内視鏡１００内部には、吸引用管路１６５も先端部１５０から通常観察用コネクタ
１１０に掛けて延在するよう組み込まれている。吸引装置（不図示）が、内視鏡１００末
端側の所定箇所に接続されることにより、この吸引用管路１６５と連結される。
【００５０】
　例えば術者が操作部１３０に設けられた操作ボタン１３０ｅを押下することにより、吸
引装置（不図示）の作用によって、体腔内の体液や血液等が吸引されて吸引用管路１６５
内に流れ込み、採取や除去される。
【００５１】
　ここで、操作部１３０の内部構造について説明を加える。
【００５２】
　ＨＰＢ１３２の回路実装面には、駆動用回路全体を覆うように絶縁性シリコーン接着剤
１３４が略均一に塗布されている。本実施形態では、制御用チップ１３３以外のＨＰＢ１
３２上の他の全ての実装部品が、絶縁性シリコーン接着剤１３４で覆われている。なお制
御用チップ１３３は、例えば各種制御を司る機能を有したベアチップを、絶縁性のある枠
体でパッケージしたものである。制御用チップ１３３の各ピンは、絶縁性シリコーン接着
剤１３４により覆われている。
【００５３】
　また、ＨＰＢ１３２の非実装面には、その全面を覆うように絶縁テープ（不図示）が貼
られている。一方、ハウジング１３１は金属板１３６を保持している。ＨＰＢ１３２は、
非実装面が金属板１３６と対向した状態でハウジング１３１に固定されている。なお、Ｈ
ＰＢ１３２の非実装面と金属板１３６との間には、絶縁テープに加えてマイラー（Mylar
（登録商標））シート１３５も介在されている。ＨＰＢ１３２は、四本のネジ１３７で金
属板１３６とネジ止めされることにより固定されている。
【００５４】
　図２に示されるように、リモコンケーブル１６１ａ、ＨＰＢ用ケーブル１６１ｂ、１６
１ｃ、送気用管路１６２、送水用管路１６３、副送水用管路１６４、吸引用管路１６５は
、ハウジング１３１内部を経由して内視鏡１００内に配線・配管されている。また図示し
ない他のケーブル類等も同様に配線・配管されている。図２について附言すると、送気用
管路１６２、送水用管路１６３、副送水用管路１６４、吸引用管路１６５（以下、説明の
便宜上、これら四本をまとめて「管類」と記す）は、ハウジング１３１内部において、Ｈ
ＰＢ１３２表面とハウジング１３１との間を縫うように配管されている。
【００５５】
　リモコンケーブル１６１ａ、ＨＰＢ用ケーブル１６１ｂ、１６１ｃは、その一端がＨＰ
Ｂ１３２上に半田付けされており、ＨＰＢ１３２上のパターン及び幾つかの電子部品を介
して互いに接続されている。各ケーブルの半田付け箇所は、他の実装部品と同様に絶縁性
シリコーン接着剤１３４で覆われている。なお説明の便宜上、リモコンケーブル１６１ａ
、ＨＰＢ用ケーブル１６１ｂ、１６１ｃをまとめて「ケーブル類」と記す。
【００５６】
　すなわち本実施形態の操作部１３０では、ＨＰＢ１３２上の実装回路、及び、ＨＰＢ１
３２とケーブル類との接続箇所が、絶縁性シリコーン接着剤１３４、絶縁テープ、及び、
マイラーシート１３５により、防水された状態にあり、且つ、他の要素と絶縁された状態
にある。従って、例えば管類が損傷してハウジング１３１内に洗浄水等が浸入した場合で
あっても、ＨＰＢ１３２上の実装回路が短絡することはない。このため、レーザ光走査用
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アクチュエータやＺ軸アクチュエータ等の動作に不良が生じない。
【００５７】
　また、ＨＰＢ１３２とケーブル類との各接続箇所を絶縁性シリコーン接着剤１３４で覆
うことにより、繰り返し応力に弱いそれらの接続箇所が補強される。この結果、各接続箇
所での断線が防止されるという副次的な効果も期待される。また、接続箇所全体が絶縁性
シリコーン接着剤１３４によって固められることにより、例えば半田盛り量が少ない場合
であっても当該接続箇所からケーブル類が外れることはない。
【００５８】
　ここで、本実施形態の場合、ケーブル類や管類が、ハウジング１３１内部という限定的
なスペースの間隙を縫うように配線・配管されている。従って、上述したように、シール
ドカバーを用いて基板上の回路を他の要素と絶縁させることはスペースの関係上極めて困
難である。これに対して、先に説明された本実施形態の絶縁構造は、組立容易性という観
点で極めて優れていると言える。
【００５９】
　図３に、操作部１３０（より詳細にはハウジング１３１の内部構造）の製造工程につい
て示す。また、図４に、ハウジング１３１内部に組み込まれる前の段階のＨＰＢ１３２を
示す。なお、図４は、制御用チップ１３３を含む各電子部品がＨＰＢ１３２上に既に実装
され、その裏面には絶縁テープが貼られ、更に、ＨＰＢ１３２上の一部の領域に絶縁性シ
リコーン接着剤１３４が塗布された状態を示している。以下、ハウジング１３１の内部構
造の製造工程について説明する。
【００６０】
　上記製造工程として、先ず、ＨＰＢ１３２上に各電子部品が実装される（ステップ１、
以下の明細書及び図面においてステップを「Ｓ」と略記）。次いで、ＨＰＢ１３２の非実
装面に絶縁テープが貼られる。そしてＨＰＢ１３２の回路実装面上において、その四つの
領域１３２ａ以外の領域上に絶縁性シリコーン接着剤１３４が塗布される（Ｓ２）。
【００６１】
　なお、制御用チップ１３３は、ＨＰＢ１３２上の他の実装部品と比べて際だった高さを
有している。従って、例えば制御用チップ１３３を覆うように絶縁性シリコーン接着剤１
３４を塗布した場合、その塗布厚が著しく厚くなってしまう。このように塗布厚を厚くし
た場合、ハウジング１３１内部の空きスペースが減少するため、管類を配管し難くなって
しまう。
【００６２】
　そこでＳ２の塗布工程では、絶縁性シリコーン接着剤１３４を比較的薄めに塗布してい
る。これにより、ハウジング１３１内部の空きスペースを確保している。このトレードオ
フとして制御用チップ１３３が絶縁性シリコーン接着剤１３４で覆われないが、上述した
ように制御用チップ１３３自体に絶縁性が確保されているため、洗浄水浸入等に起因した
回路の短絡は好適に防止される。
【００６３】
　領域１３２ａすなわち絶縁性シリコーン接着剤１３４が塗布されない領域には、ネジ穴
１３２ｂと半田付けパターン１３２ｃが含まれている。各領域１３２ａの半田付けパター
ン１３２ｃは、ケーブル類をＨＰＢ１３２上に半田付けするためのパターンである。なお
、例えば領域１３２ａ上にマスク部材を載置することにより、絶縁性シリコーン接着剤１
３４を塗布する際における、当該領域１３２ａ上への絶縁性シリコーン接着剤１３４の流
入を防ぐことができる。絶縁性シリコーン接着剤１３４には、例えば剥離性に優れたもの
が採用されている。従って、絶縁性シリコーン接着剤１３４乾燥後、上記マスク部材を絶
縁性シリコーン接着剤１３４から剥がすことは容易である。マスク部材を取り除いた後、
ＨＰＢ１３２は図３に示された状態になる。なおＳ２までの工程は、例えばロット毎にま
とめて行われる。
【００６４】
　次いで、ＨＰＢ１３２の非実装面の絶縁性をより顕著にするために、マイラーシート１
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３５が金属板１３６上に載置される。そして更に、マイラーシート１３５上にＨＰＢ１３
２が載置される（Ｓ３）。これによりマイラーシート１３５は、ＨＰＢ１３２の非実装面
と金属板１３６との間に介在した状態になる。なおこのときハウジング１３１は、図２に
示された状態、すなわちカバー部材１３１ａがハウジング１３１ｂに嵌め込まれていない
状態にある。
【００６５】
　各ネジ１３７を金属板１３６及びマイラーシート１３５の穴（何れも不図示）に挿通し
てネジ穴１３２ｂをタッピングしながらネジ止めすることにより、ＨＰＢ１３２と金属板
１３６が固定、すなわちＨＰＢ１３２がハウジング１３１ｂに対して固定された状態にな
る（Ｓ４）。またマイラーシート１３５は、ＨＰＢ１３２の非実装面（より正確には絶縁
テープ）と金属板１３６とにより狭持され、互いの面に密着する。
【００６６】
　ＨＰＢ１３２をハウジング１３１ｂに固定した後、ケーブル類の半田付け処理が行われ
る（Ｓ５）。ケーブル類のそれぞれは、各半田付けパターン１３２ｃに半田付けされてＨ
ＰＢ１３２上の回路と接続された状態になる。次いで、各領域１３２ａにも、ＨＰＢ１３
２上の他の領域と同様に絶縁性シリコーン接着剤１３４が塗布される（Ｓ６）。絶縁性シ
リコーン接着剤１３４を乾燥させた後、カバー部材１３１ａがハウジング１３１ｂに嵌め
込まれて（Ｓ７）、この製造工程が終了する。
【００６７】
　本実施形態では、ＨＰＢ１３２上の実装回路の短絡を防止するためにその両面を他の要
素と絶縁させている。より詳細には、ＨＰＢ１３２の回路実装面に絶縁性シリコーン接着
剤１３４を塗布している。また非実装面には、絶縁テープを貼り付けて、更に、マイラー
シート１３５を密着させている。
【００６８】
　すなわち本実施形態では、実装部品が散在するためその面上に多くの凹凸が見られる回
路実装面上を絶縁性シリコーン接着剤１３４で埋め、且つ、比較的平らな非実装面をシー
ト状の絶縁部材で覆うことにより、省スペースな絶縁構造体を実現することを可能として
いる。
【００６９】
　省スペースな絶縁構造体を実現することにより、例えば管類が引き回されている限定的
なスペース（すなわちハウジング１３１内部）への回路実装基板の組み込みが容易となる
。別の観点では、省スペースな絶縁構造体により確保されたハウジング１３１内部の空き
スペースに、ケーブル類や管類を容易に配線・配管することが可能となる。また、絶縁性
シリコーン接着剤１３４をＨＰＢ１３２上の実装回路上に直接塗布することにより、高い
防水性も同時に実現される。更に、ＨＰＢ１３２とケーブル類との各接続箇所を補強する
等の効果も期待される。
【００７０】
　以上が本発明の実施の形態である。本発明はこれらの実施の形態に限定されるものでは
なく様々な範囲で変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の実施の形態の内視鏡システムの外観を概略的に示した図である。
【図２】本発明の実施の形態の内視鏡が有した操作部の構成を示す。
【図３】本発明の実施の形態の内視鏡が有した操作部の製造工程について示す。
【図４】本発明の実施の形態の内視鏡が有したハウジング内部に組み込まれる前の段階の
ＨＰＢを示す。
【符号の説明】
【００７２】
１０　内視鏡システム
１００　内視鏡
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１３０　操作部
１３１　ハウジング
１３２　ＨＰＢ
１３３　制御用チップ
１３４　絶縁性シリコーン接着剤
１３５　マイラーシート
１３６　金属板
１３７　ネジ
１６１ａ　リモコンケーブル
１６１ｂ、１６１ｃ　ＨＰＢ用ケーブル
１６２　送気用管路
１６３　送水用管路
１６４　副送水用管路
１６５　吸引用管路

【図１】 【図２】
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